
人
並

ん
で
居

る
處

を
寫

さ
れ

た

の
が

、
主

人

の
處

に

一
枚

あ
り
ま
す
、

こ

れ

も
な
き
先
生

の
片

身
だ

と
、
時

々
主

人
が
取

出
し

て
見

て
居
り
ま
す
。

畫
家

と
寫

眞
器
、
曾

て
ア

ル
フ
レ
ツ

ド
、

パ
ー
ソ

ン
氏
が
、

日
本
で
寫

生

の
傍

ら
寫

眞
器
を

携
帯

さ

れ
た

と
見

え

て
、
渡

船

の
處

だ
の
、
子
守

だ

の
、

其

他
種

々
の
人
物

を
撮
影
さ

れ
た
も

の
を

、
氏

の
著
書

に
挿
ん
で

あ
る

の

を
見
ま
し
た
。

そ
し

て
氏

が
日
本

で

の
作

品
を
。
上
野

の
美
術

學
校

で
展

覽
會
を

し
た
と
き

に
、
或
繪

に
は
點

綴

の
人
物

を
入

れ
る
爲

め
に
、
白
く

抜

い
て
あ
る

の
が
澤
山

に
あ

つ
た

と
の
話
で

し
た
。

こ
れ

も
多

く
は
、
點

綴

の
人
物
を
、
寫

眞

の
を

入
れ

る
の
で
、
歸

國

の
後

に
筆

を
入

れ
る
心
算

で
あ

る
と
話

さ
れ
た

と

い
ふ
話
で
し

た
。

そ
れ
か
ら

三
宅

克
巳
先
生

も
寫

眞

器
を
携
帶

し
て
。
寫
生
旅

行
さ
れ

る
と
聞

い
て
居

ま
し
た
が
、

今
は
ど

う
で
す

か
、
知

ら

ぬ
と
主
人
も
申

し

て
居
ま
す
。
 

 
 

（
つ
ゞ

く
）

大
下
藤
次
郎
氏
の
逸
事

（下
）

長

野

菊

次

郎

大

下
君

が
靑

梅

に
閑
居

せ
ら
れ
た

の
は
、

三
十
四
年

の
初

夏

よ
り
、

三
十

八
年

の
頃
ま
で

と
思

ふ
、
余

も

一
回
、

氏
を

其
地

に
訪

ふ
た
事

が
あ
る
、

靑
梅

は
非
常

に
氣

に
入

つ
た

と
見
え
、
談

話
中

に
も
、
書
状

中

に
も
、

よ

く
靑

梅

の
こ
と

が
繰

返

へ
さ

れ
た
。

・
・
・
・
靑

梅

に
參

り
候
節
は

、
新
綠
稍

深

く
、
何
所

も
黑

々
と
し
で
面
白

か

ら
ず
、
續
い
て

の
梅

雨
に
猶

ろ
く

ろ
く
寫

生

も
出
來
申

さ
ず
候

へ
ど

も
、
さ

す

が

に
東
京
附

近
と
異

り
、
自
ら
景

中

に
在

る
事

と
、
材

料

の
豐

富
何
所

を
見

て
も
、
繪

な
ら
ざ

る
は
な
く
、
極

め

て
樂

し
く
存
居

候

、
心

に
何
事

の
煩
も
な
く
、
畫

架

に
對

し

て
自
然
を
寫

す

の
時

、
此
幸
福

は
帝

王
も
知

り
給

は

ぬ
事
と
、
深
く

我

身

の
天
恵

を
感

謝
致
居
候
、
當

地
は

万
事
不
自

由
不
便

に
候

へ
ど
も
、

其
代

り
に
天
與

の
美

は
十
分

に
て
、
近

く
東
京

及

び
武
藏

野

一
面
、
富

士
、
日
光
、
筑
波

を

も

一
望
し
得

べ
き
小

山
あ
り
、

朝

夕

の
運

働

に
は
、
極

め
て
妙

に
、
又
多
摩

川
は
四

五
町

の
後

に
あ
り
て
、

夕
毎

に
妻

子
を
携

へ
て
、
河
原

に
遊

び
、
清

く
冷

や
か
な

る
水

に
、

も
す

そ

か
ゞ

げ

て
足
を

ひ
た
す

な
ど
、

東
京

に
て
は

夢

に
も
得
ら

れ
ぬ
清

遊

に
御

座

候
、
鶯

は
窓
に
囀

り
、
夕

は
閑

古
鳥

の
聲
淋

し
く
、
螢

飛

び

河

鹿

鳴

く

、
實

に
樂

し
み
は
盡

き
ざ
る

事

に
御
座

候
、
只
今
借
受

居
候
座
敷
は

、

六
疊

及
び
十

二
壘

の

二
間

に
し

て
、
奧

ま
り

て
物
靜

に
、
傍

に
清

水
わ
き

て
流

る
ゝ

あ
り
、

美
し
き
庭

あ
り
、
家

人
は

極

め
て
親

切

に
、

万
事
申

分

無
之
候
、
只

目
白
臺

の
家

の
折

々
思

は
る
ゝ

に
、
繩

の
煩
は

し
き

と
、
蚊

の
う
る

さ
き
と

に
て
、
是

の
み
は
實

に
少

か
ら

ぬ
苦

し
み
を
覺

え
候

（
三

十
四
年

七
月

二
日
）

 

私
共

は
極

め
て
幸
福

に
、
靑

梅

に
移
り

て
以
來

に
、
一
層

幸
を
感

じ
居

 

候

世
俗

の
面
白

か
ら

ぬ
事
を

聞
き

、

不
快
を
感

ず
る
は

、

い
つ
も
出
京

 

中

の

み
に
し

て
、

此
地

に
あ

れ
ば
日
毎
天
氣

の
話

や
、
米
麥

の
話

の
み
、

 

極
樂

若

し
世

に
在
ら

ば
か
ゝ
る

田
舎

こ
そ
夫
な

る

べ
く
存
候

、
・
・
・
・近

 

來

は
此
地
大
好

き

に
相
成
、
畫

室

の

一
を

も
、
作

り
度
希
望

も

さ
し
起

 

り

候
、
十

月

五
日

虚
僞

醜
惡

の
空

氣

に
充

ち
た
る
都
會

よ
り
も
、
質
朴
清
楚

に
し
て
、
何
等

の
飾

る
所

な

き
田
舎
を
好
ま

れ
た

の
は
、
氏

の
潔
白
な

る
性
格

上
、
正

に

然
る

べ
き
で

あ
る
。



「
水
彩
畫

の
栞

」
を
著

は
さ
れ
た

の
は
、

三
十

四
年

の
三
月
で

あ
る
、
水

彩
畫

の
適

切
な

る
手
引

と
し

て
は
、

此
書
が
嚆
矢

で

あ

る
と
思

ふ
、
此
小

册
子

が
水
彩
畫

修

業
者

に
對

し
て
、
多

大

の
効
益

を
興

へ
た
事

は
、
今
更

喋

々
を
要

せ
な

い
が
、
君

の
人
格
は

此
小

勝
中

に
も
活

然
と
し

て
躍

つ
て

居

る
。
其

凡
例

の
末

項

に
、
此
書

記
載

の
事
項

に

つ
き
、

了
解

し
が
た

き

所
あ

ら
ば
、

質
問
せ

ら

れ
よ
、
著
者

の
知

れ

る
限
り

は
、
詳

細
説

明

の
勞

を

と
る

ぺ
し

と
、
何
た

る
深

切
の
言
辭

で
有

ら

ふ
か
、
其
後
余
は

氏

に
面
し

て
、

質
問
者

の
如
何

を
尋

ね
た

る
に
、
氏
は
此
書

の
發

刊

以
來

、
大
略

一

日

一
通

の
割
合

に
て
、
質

問
應

答
を

な
し

つ
ゝ

あ
る

と
言

は
れ
た
、
世

上

の
書
籍

に
質
問

に
應

す
る
旨
を
記

し
た
る
も

の
な
き

に
し
も
あ

ら
ず
で

あ

る
が
、
實

際
著
者
自
身

が
、
之

が
爲

に
毎
日

一
通
づ
ゝ

の
廻
答

を
與

へ
た

る
人

が
有
ら

ふ
か
、
か
ゝ

る
事
は

、

到
底
他

の
美
術

家

に
、
眞

似

の
出
來

る

こ
と
で

は
あ

る
ま

い
、
併

し
蒔

か
ぬ
種

ぱ
生
え
ぬ
道

理
に
し

て
、
此
小

册
子

に
對

し

て
す
ら
、
無
限

の
責

任
を
負

ひ
、
天

下
同
好

の
士

に
對

し

て
、

熱
誠

の
同
情
を
寄

せ
ら
れ
た

る
結
果

は
、

や
が

て

「
み
づ

ゑ

」
發

刊

の
基

礎

と
な
り
、
み
づ

ゑ

に
對
す

る
世

の
信

用
は
、
終

に
水
彩
畫

研
究
所

の
設

立

を
見
た

の
で

あ
る
。

余
が

「
み
づ

ゑ
」

の
第

五
週
年
記
念
號

に
、
興

る
か
と
思

へ
ば

亡
び
、
立

つ
か
と
見

る
ま

に
倒
る
ゝ

美
術
雜

誌

の
多

き
中

に
、

一
回
だ

も
發

刊
期
日

を

誤
ら
ず
、

一
號
は

一
號

と
改

善
を
加

へ
て
、
★

に
五
週
年

に
及
び

た
る

「
み

つ
ゑ
」

の
發
達

に

つ
き
て

は
、
余

は
單

に
之
を
大
下

君

の
人
格

の
然

ら

し
む
る
所
と
、
斷

言

す
る

に
躊
躇

し
な

い
と
、
述

べ
た
る

は
、
全
く

此

間の
消

息
を
漏
ら

し
た

の
で
あ

る
。

一
度

「
み

つ
ゑ

」
發

行

の
豫

告

せ
ら

る
ゝ

や
、
未
だ
其

内
意

の
如
何
を

も

見
ざ

る
に
、
之
が
渇

望

者
は

、
東

よ
り

西

よ
り
續

々
前

金
を
輸

し

て
、
其

發
刊

の

一
日
も
早
か

ら
ん
事

を
熱
望

し
た

の
で

あ
る
、
印
刷
處

も
、
亦

氏

の
人
格
を

信
す

る
こ
と

厚

か
り

し
爲

め
、

其
印
刷
費

の
如

き
、

一
月

も

二

月
も
、
殆
ん
と
請
求

せ
ず

、
却

て
氏
が
其

請
求

を
促

し
た
位
で

あ
る

、

是

が
爲

め
に
氏

は
豫

て
發

刊

の
爲

め
に
と

て
、
準
備
せ

ら
れ

た
る
資
金

に
、

多

少

の
融
通

を
見

る
を
得

て
、
之

が
續

刊

に
、
非
常

の
便

利
を
得

ら
れ

た

由

で
あ

る
。

か
く
て
「
み
づ

ゑ

」
は
健

全
な

る
發
逵

を
な

し
て
、

八
十
號

を

重

ね
た

、
此
間
氏
か
如
何

に
自
身

の
損
益

に
頓
首

な
く
、

一
意
專

心
、
斯

道

の
發
育
普

及
に
熱
中
せ

ら
れ

た

る
か
は

今
更
多

言
を
要

せ
な

い
。
初

號

の
出
づ

る
時

、
余

は
米
國
滯

在
中
で

あ

つ
た

、
氏

が
美

術
雜

誌
「
み
づ

ゑ
」

を
経
營
せ

ら

る
ゝ

に

つ
き
、
大

下
君

の
人
格

を
知

れ

る
余
は

、

之
れ

が
成

功

の
疑
な
き

を
自
信

し
た
、
併

し
從
來

三
號
雜

誌

の
多

き
中

に
、
特

に
美

術
雜

誌

の
経
營

は

一
層

の
困
難
な

ら
ん

こ
と
を
感

じ
た

る
余

は
、
之

れ
が

爲

め
に
或
は

氏
が
自
身

の
、

研
修

の
發
せ

ら

る
ゝ

事

あ
ら
ん

か
を
憂
慮

し

て
、
直

に

一
書

を
發

し
た
、
「
み
づ

ゑ
」

の
發

刊
は
結
構
で

あ

る
が

、
之

が

爲

め
に
多

時

の
時
閥

を
要

し
、
或

は
君

の
研
鑽

を
妨
ぐ

る
こ
と
あ
り

も
せ

ば
、
遺
憾

此
上
な

し
と
の
意

を
致

し
た
、
然

る

に
氏

の
回

答
は

、
近

來

の

「
み
づ

ゑ
」
の
首

頁

に
記

せ
る
「
私
は

多
忙

な
る

一
月

の
う

ち
、
五
日
間

を
此

雜
誌

の
爲

め
に
費

し
て
居

る
云

々
」
と
同

し
意

味
で

あ

つ
た
、
か
く
、
例
令

一
人
の
寄

稿
者
な

く
も
、
自

己

の
材

料

の
み

に
て
、
二
ヶ
年

位

は
優

に
支

ふ

ぺ
き
準

備
し

あ
る

こ
と
す
ら
聞

き
得

た
、
僅

か
五
日

と
、
ニ
ケ
年

の
準
備

、

こ
れ

亦
恐

く
は

、
他

の
美
術
家

の
企

て
及
ば

ざ

る
處

で
有

ふ
。
此
覺

悟

と







此
準
備

と

に
よ
り
、
「
み
づ

ゑ
」

は

一
歩

一
歩

に
進
歩
發

展
し
た
。

大

下
君
に
實

に
博

愛

的

の
人
た
り

し
と
共

に
、

用
意

周
到

の
人
で

あ

つ
た
。

此
他
、

日
本

水
彩
畫

研
究
所

の
設

立
等

に
關

し
、
大

下
君

に
對

す

る
余

の
感

想

は
、
ま

だ

澤

山

あ
る
が
、

要
す

る
に
氏

は
理
想

の
實
行

に
向

い
て
、

着

々
歩

を
進

め
、
着

々
成
功

し

た

人
で

あ
る

と
思

ふ
、

又

一
個

人
と
し

て
見

れ
ば
、

氏
は
情

の
人

に
し

て
、

知

の
人

で
あ

り

、

美

の
人

に
し

て
德

の
人
で

あ

つ
た

と
思

ふ
、
畢
竟

ず

る
に
、

常
識

の
發

達
し
た

る
人

に
し
て
、

實

に
ゼ
ン

ト
ル

マ
ン
の

モ
デ
ル
で

あ

つ
た
事

は
、

何
人

も
首
肯

す

る
所
で
あ

ら

ふ
。
今

や
年

不
惑

を
超

ゑ
て
、

事

業

の
基
礎

漸
く
堅

く
、

向
後

の
活

動
大

に
見

る

べ
き

も

の
あ

り
し

に
、

一
朝

然

と
し
て
不
歸

の
客

と
な

ら
れ

た
、
美
術
界

の
打
撃

。

國
家

の
損

失
。
余
の

絶
望
。
噫

。
（
完

）

敎
師

室

か

ら

服

部

嘉

香

暖

か
過
ぎ
た
り
、
寒

か

つ
た
り
、
ず

ゐ

ぶ
ん

不
順

な
時

候
で
す

が
、
お
變

も

あ
り
ま

せ
ん

か
。
今
日

の
や
う

に
、

霧

が

し

つ
と
り
下
り

て
ゐ
て
、

柔

か
な

日
光

が
泣

い
て
ゐ
ろ
よ
う

に
、
霧

の
中

に
浸

み
込

ん
で
、

家

屋

や
木

立

の
輪
廊

が
ぼ
ん

や
り

し

て
ゐ

る

の
を
見

る
と
、

そ
ぞ
ろ

に
大
下

先
生

の
繪

に

表
は

れ

た
心
持

が
偲
ば
れ

ま
す
。

 

お
約
束

の
原
稿

が
、
遲
く
な

つ
て
濟

み
ま
せ

ん
。

三
月
號

に
も
、
亦
間

に
合

は
な

い
事

に
、

な

つ
て
し
ま

ひ
ま

し
た
。
す
で

に

一
度

違

約

を

し
た

の
で

す
か

ら
、
今

月
は

何

う
し
て
も
、

早

く
書

上
げ

ば

な
ら
ぬ

と
思

つ
て
ゐ
た

の

で

し
た
が
、
思

ひ
が
け
無

い
用
事

が
出
來

た

の
で
、
と
う
と
う

、
又

御

佗
び
を

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
事

と
な
り

ま
し

た
。

 

學

校
で
眞

野

さ
ん

に
お
目
に
か
ゝ
る

度

に
、

い
つ
も

「
今
度

は
書

き
ま

す
」
と
言

つ
た

の
で

し
た
が
、
此
の

八
日
に
、
私

ど
も

の
舊

藩

主

の

御
老

公
が
、

お
か
く

れ
に
な

つ
た

の
で

、
舊

藩

士

は
毎

日
の

や
う

に
、
松

山

か
ら
上
京

し

ま
す
し
、
私

ど

も
在
京

の
人

々
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
を
休

ん
だ

り
、
仕
事

の
時

間
中

を
都
合
し

た
り
し

て
、
毎

日
お
邸

へ
ま

ゐ

つ
て
、
色

ん
な

用
事
を

し

て
居

り
ま
す
。
私

も

お
通
夜
を

し
た
り

、

お
手
傳

ひ
な
ど
を

し
て
、
宅


